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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

　
　
　
　
　
　
被
災
者
救
援

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
午
後
2
時
46
分
、
東
北
地

方
の
太
平
洋
側
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
の
巨
大
地
震
が

襲
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
最
大
10
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る

津
波
が
沿
岸
の
町
々
を
飲
み
込
み
、
原
子
力
発
電
所
の

大
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
日
を
追
う
ご
と
に
そ

の
被
害
の
大
き
さ
が
判
明
し
、
現
在
、
死
者
・
行
方
不

明
者
は
約
二
万
五
千
人
を
超
え
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

東
京
の
救
世
軍
本
部
で
は
、
地
震
発
生
当
夜
、
首
都

圏
の
交
通
マ
ヒ
の
た
め
帰
宅
不
能
と
な
っ
た
方
々
に
、

食
事
と
宿
泊
所
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
救
援
物
資
を

積
ん
で
第
一
陣
の
救
援
隊
が
仙
台
に
向
け
て
出
発
。
十

五
時
間
か
け
て
救
世
軍
仙
台
小
隊
に
ま
ず
ア
ル
フ
ァ
米

や
水
、
日
用
品
な
ど
を
届
け
ま
し
た
。
仙
台
小
隊
で
は
、

自
ら
被
災
し
た
中
、
翌
日
に
は
、
近
く
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
―
な
ど
の
避
難
所
に
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど

を
届
け
、
近
所
の
方
の
た
め
に
百
五
十
人
分
の
お
に
ぎ

り
を
作
り
、
コ
ー
ヒ
ー
と
共
に
提
供
し
ま
し
た
。

　

十
五
日
か
ら
緊
急
災
害
救
援
隊
が
、
三
隊
に
分
か
れ

て
活
動
を
開
始
。
三
月
二
十
三
日
現
在
ま
で
に
、
宮
城

県
・
仙
台
市
（
十
五
日
、
十
九
日
）
で
は
、
給
食
活
動
や

日
用
品
と
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
綿
あ
め
や
お
菓
子
を

提
供
し
、
福
島
県
矢
吹
町
（
十
六
日
、
二
十
三
日
）
で
は
、

避
難
所
に
温
か
い
お
弁
当
と
支
援
物
資
を
、
茨
城
県
・

水
戸
市
（
十
五
日
）
で
は
、
対
策
本
部
に
リ
サ
ー
チ
を

兼
ね
て
支
援
物
資
を
届
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
さ
ら
に
必
要
な
物
品
の
リ
サ
ー
チ
を
し
て
、

長
期
の
救
援
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

海
外
の
救
世
軍
か
ら
も
、
続
々
と
献
金
や
支
援
の
申

し
出
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

謹
ん
で
震
災
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
日
も
早
い
被
災
者
の
方
々
の
心
の
平
安
の
回

復
と
、
被
災
地
の
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

緊急災害
救援速報

救援隊出発前に、皆で
祈りをささげる　→

↑子どもたちには、
綿あめとお菓子を

被災者の方々にお渡し
した温かいお弁当　→

お弁当もどうぞ！
おからだに気をつけて
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義援金を受け付けています。

前
略
、三
月
十
一
日
の
大
地
震
の
際
、

宿
泊
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
者
で
す
。

　
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
テ
レ
ビ
情

報
の
提
供
、
心
の
こ
も
っ
た
温
か
い

お
茶
、
夕
食
と
朝
食
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
朝
食
は
、

上
野
か
ら
材
料
を
自
転
車
で
運
ん
で

つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
と
か
。

　
特
に
職
員
の
方
々
の
帰
宅
困
難
者

に
対
す
る
、
き
め
細
や
か
で
謙
虚
な

対
応
に
心
打
た
れ
ま
し

た
。
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
先
日
の
地
震
の
際
、
神
保
町
で
た
い
へ

ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
病
院
の
帰
り
で
あ
り
、
ま
た
一
人
で
と

て
も
不
安
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
お
休
み
で
き

る
場
所
が
あ
っ
た
こ
と
、
地
図
な
ど
を
つ

か
い
、
道
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
な

ど
、
安
心
で
き
る
環
境
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
妊
婦

で
道
も
わ
か
ら
ず
と
て
も
不
安
だ
っ
た
の

で
す
が
、
と
て
も
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
無
事
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
皆
様
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

お
礼
状
や
メ
ー
ル
が

　
　
　
　
　
届
い
て
い
ま
す

被
災
者
救
援
活
動
報
告

北九州市の八幡小隊の社会鍋

各地で臨時の社会鍋が出ています

地震発生当日、救世軍本部（東京神田神保町）
のホールは、帰宅できない人々のための
休憩所、案内所として開放されました

15日、男子社会奉仕センター（バザー場）
が、水戸市の避難所へ救援物資を届ける

16日、東京東海道連隊チームが、福島県白河方面
へ行き、矢吹町に温かいお弁当と救援物資を届ける

19日、社会福祉部・医療部チームが仙台小隊で
温かい豚汁とお弁当の給食をおこなう。医療品を
気仙沼へ向かう便に託すことができた。

仙台小隊の前に並んで給食を受ける人々

15
日
、
関
東
東
北
連
隊
チ
ー
ム
が
、
仙
台
小
隊
で

給
食
活
動
と
日
用
品
配
布
を
お
こ
な
う

地
震
当
日
～
三
月
十
九
日

ご協力をよろしくお願いいたします。

大スクリーンの地震情報に見入る人々

・郵便振替口座　　00180-5-4400　加入者名  救世軍本営
　通信欄に「東北地方太平洋沖地震・被災者支援」とお書き
　ください。

・現金書留　
〒 101 － 0051　東京都千代田区神田神保町 2-17
 救世軍本営　「東北地方太平洋沖地震・被災者支援」係
・インターネット
https://secure20.salvationarmy.org/donation.jsp
http://www.salvationarmy.or.jp（日本語の説明あり）
　寄付金明細欄 (specific use) には Tohoku  Earthquake　と
　記入してください。
　（Visa または Master のクレジットカードが必要です）

お問い合わせは 救世軍本営伝道事業部まで　
　　　　　　　　　　　　　　　　　℡ 03‐3237‐0881


